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評価項目 評価内容 評価内容の説明 評価の妥当性 「妥当でない」と評価した理由

171 恵山コミュニティセンター管理委託料

市の関与の妥当性 法令・条例等の根拠により関与が妥当 妥当（ 4 ）　　妥当でない（ 0 ）

成
果
・
有
効
性

成果の達成状況 達成している

地域活動の促進に寄与している。

妥当（ 1 ）　　妥当でない（ 3 ）

必
要
性

事業の市民ニーズ 高まっている
恵山コミュニティセンターは，設置後
徐々に地域住民に浸透してきてい
る。

妥当（ 4 ）　　妥当でない（ 0 ）

〇利用件数および稼働率が減少しているので，成果が達成してい
るとはいえない。
〇委託先に利用日数・利用者数を増やす事業展開を実施するよう
指導していただきたい。
○利用者へのアンケートを行い，成果を公表すべき。

事業目的実現のための手段 現手段が最適 妥当（ 3 ）　　妥当でない（ 1 ）

将来コスト増減見込み 現在より増加する可能性 妥当（ 4 ）　　妥当でない（ 0 ）

受益者負担の適正度 適正 妥当（ 4 ）　　妥当でない（ 0 ）

執
行
方
法

外部委託の可能性 すでに実施

指定管理者制度による管理運営委
託である。

妥当（ 4 ）　　妥当でない（ 0 ）

コ
ス
ト・
負
担

コストの節減度 節減できている 指定管理者制度を導入し適正な事
業コストで運営している。社会情勢の
変化に伴う光熱水費等ランニングコ
ストの増加は想定される。

妥当（ 4 ）　　妥当でない（ 0 ）

〇指定管理者による積極的な情報発信・地域活動の啓発が必要。
実施方法の効率性 図られている（今後の改善は難しい） 妥当（ 3 ）　　妥当でない（ 1 ）

所管部局による今後の改善策 今後の改善策について 意見・提言

基本方針 現行どおり 　①現行どおり　　（ 3 ）　　②改善（ 1 ）

　③当面現状維持（ 0 ）　　④廃止（ 0 ）

〇函館市全域の団体や個人が気軽に利用できるよう，広報活動を
強化する等，認知度を高める必要がある。
〇まちづくりセンターや青年センターのような，恵山コミュニティセン
ター独自の利用者増の取り組みをお願いしたい。
〇稼働率の向上。（例：カフェ設置等→シーニックバイウェイと連携
可能）
○センターの維持運営にかかるランニングコストを，ある程度，使
用料など受益者負担でまかなえるようにするため，利用促進のＰＲ
などに注力してほしい。

外部評価委員会としての提言

現行どおり


